


広島県生まれの介護、リハビリテーション（理学療法士）の専門家。「オムツ外し学会」や「チューブ外し学会」を

立ちあげて介護、看護、リハビリの枠を超えて日本全国で 「生活リハビリ講座」を開催し、介護に当たる人たち

に人間性を重視した老人介護のあり方を伝えている。聴講者や仲間もリハビリから介護、看護師、医師までに

広がって、介護福祉の世界の新しい潮流を切り開いた。生活障害、関係障害など、新しい視点の提言も積極的

に行っている。最近はNHK「なるほど、なっとく介護」に出演。 ☆生活とリハビリ研究所 

千葉県富津市出身。1979年生まれ。現在、２児の父。 

専門学校を卒業後、アンダーグラウンドでの音楽活動に限界を感じ、地元千葉に戻る。その後、老人ホ―ムやデイ

サービスなどで働くものの周囲との価値観の違いにココでも挫折を繰り返している中。職安でみつけた「いどばたげん

き」に行き着き、今に至る。今、「生きづらい」仲間たちと一緒に毎日を精一杯に生き続けている。映画「ただいま そ

れそれの居場所」でも、彼の「生きづらさで生きる」姿勢が映し出されている。ちなみに好きなバンドはメタリカなど。 

理学療法士。平成9年、病院や老健など大規模施設では個性を大事にした介護ができないと、自宅を開放して、

子どもからお年寄りまで、障害や認知症の度合いに関係なく誰もが利用できる施設「デイケアハウスにぎやか」

を開設。平成15年には、自宅の近くに「新にぎやか」を建築し活動している。「富山型デイケア」の実践者として

福祉関係者から熱い眼差しを注がれている。☆にぎやか http://www.nigiyaka.jp/ 

介護保険制度導入から10年目を迎えた2010年、設立から23年になる民間福祉施設と、新たに若

者によって設立された三つの施設・事業所を取材。人手不足や低賃金などの問題ばかりが取り上

げられがちな介護の現場だが、映画は、利用者やその家族と深くかかわることを望み、日夜奮闘

する施設のスタッフたちの姿を映しだしてる。そして、いくつもの人生の最後の季節、生と死のあわ

いに向き合い続ける日々がスタッフそれぞれの哲学を育んでいく様子が作品ににじみでている。 
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2011年「介護で楽しく繋がりたい」と創設。業種や事業所、世代間の

垣根を越えて「何か」を共有しようと不定期に、必要な時に集まり企画

する会。月一芸術鑑賞型勉強会「御籠」などで注目を浴びている。 


